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顕彰事業　第12回社会貢献大賞の最終審査ノミネート事業

■都府県方面部門
●●静岡県遊技業協同組合　「静岡県教育委員会・青少年等育成３事業支援のための寄付金の贈呈」事業

国際的に活躍しようとする高校生及びグローバル教育の向上を図ろうとする教
職員を支援する「ふじのくにグローバル人材育成事業」、将来の夢や希望、社会
への提案など、中学生の思いや考えを発表する「わたしの主張事業」、異年齢の
子どもたち（小・中学生）が、公民館・集会所などを拠点として、共同生活をしなが
ら通学する「地域における通学合宿事業」の3事業を支援。

●●京都府遊技業協同組合　「車いす用車両の寄贈」事業
京都府下にある「社会福祉法人安寿会特別養護老人ホーム安寿苑」に対し、 

車いす送迎用車両1台（200万円相当）を寄贈。この活動は平成13年より始め、毎年、
府内の社会福祉施設へ継続的に寄贈しており、今年で16台目の寄贈となる。 
贈呈式の様子などは、KBS京都テレビや京都新聞、舞鶴市民新聞で大々的に報道。

●● �奈良県遊技業協同組合　「災害救護時等に使用する大型エアーテントを 
日本赤十字社奈良県支部に贈呈」事業

災害時の一時避難所や医療手当などができる大型エアーテントを日本赤十字社
奈良県支部に寄贈。平成28年10月23日に開催された「近畿府県合同防災訓練」
の医療訓練時や同年12月11日に開催されたマラソンのメイン会場では救護所と 
して使用された。

●●和歌山県遊技業協同組合　「子どもの命と生活の保護支援」事業
「子どもの虐待防止」「子どもの保護活動」「子どもの貧困対策」などに取り組ん

でいる施設、事業所、団体に物品などを助成し活動を支援。また、和歌山子どもの
虐待防止協会が開催する啓発活動「オレンジリボンフェスタ2016 in和歌山」へ
の協賛支援や「和歌山子ども虐待防止協会」の法人会員となり恒常的に支援。

●● �広島県遊技業協同組合 
「『特殊詐欺被害及び交通事故死者数の抑止活動』への支援」事業

広島県警察本部が平成27年6月から平成28年まで1年半の間、広島県内の交通事故死
亡者数90人以下（アンダー90）と特殊詐欺被害総額10億円以下（アンダー10）を目指した「アン
ダー100作戦」の活動を支援。キャンペーンのポスター及びチラシの製作・寄贈や交通事故防
止のための反射シール、特殊詐欺防止を呼びかける通帳ケースなどを作成し寄贈。

■支部組合部門
●● �青森県遊技業協同組合　西北五支部、上十三・下北支部 
「防犯カメラの寄贈」事業

自転車盗難の防止や飲食店街周辺地域や子どもの登下校時の安全確保のため、
防犯カメラの購入・設置費用を五所川原市、つがる市、野辺地町の地区防犯協
会へ寄贈。犯罪への抑止力や子どもたちの登下校時の安全確保などがなされ、
地域住民から高い評価を得ている。

●● �岐阜県遊技業協同組合　東濃遊技業組合 
「地域貢献を目指したAED等導入プロジェクト」事業

地域における社会貢献の一環として、一次救命行動として有用であるAED 
（自動体外式除細動器）を多治見市、中津川市に各2台。土岐市、瑞浪市、恵那市、
可児市に各１台を寄贈。さらにAEDとともに救護マットも寄贈。

●● �岡山県遊技業協同組合　総社支部 
「長期間にわたる社会福祉活動（総社市）及び防犯活動支援（総社警察署）」
事業

社会福祉活動としては平成４年に総社市に20万円を寄付し、それ以降、同市の
要望により現金、特殊寝台、全自動血圧計、マッサージチェアなどの福祉器具などを
寄贈。防犯活動支援としては、平成20年から防犯灯や盗難防止看板、特殊詐欺
被害防止マットなどを寄贈。

1.	募集結果
35都府県方面組合から80件の申請があり（昨年は29都府県方面組合から70件の申請）、申請の内訳は、実施主体別で、

都府県方面組合25件、支部組合16件、組合員ホール39件であった。

2.	審査結果
3月23日（木）の常任幹事による第1次審査会、4月13日（木）の「社会貢献活動審査委員会」（杉浦正健委員長、脇田

直枝委員長代行）で審査した結果、下記の事業を顕彰することとした。
その結果、第12回社会貢献大賞に神奈川県遊技場協同組合の「心臓移植手術を要する県内在住の2人の幼児への

支援活動」事業に決定したほか、都府県方面部門の最優秀賞には大阪府遊技業協同組合の「『青パトが見まもる大阪の
まちづくり』支援」事業に決定し、あわせて合計14の事業を表彰することとした。 審査結果と顕彰事業の詳しい事業内容は、
この「社会貢献活動年間報告書」に記載されている。結果的に顕彰には至らなかったものの、高く評価された最終審査に 
ノミネートされた事業は次のとおりである。

平成17年から会員（都府県方面組合）の行った優れた社会貢献事業を顕彰する「社会貢献大賞」を実施し、マスコミ
を始め内外に多くの感動と反響を与えてきた。第12回「社会貢献大賞」については、平成28年1月から12月までの1
年間に行った社会貢献活動を対象として、都府県方面組合が実施した事業のほか、規模は小さくとも地域への貢献
度が高い支部組合や組合員ホールが実施した事業を、事業の実施主体ごとに募集した。

最終審査ノミネート事業
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顕彰事業　第12回社会貢献大賞の審査結果

106	 社会貢献、社会還元　拠出額状況

	 年別　拠出額と拠出件数

	 年別　現金・物品の割合

107	 平成28年拠出元別　拠出額と割合

	 平成28年拠出元別　現金・物品の割合

108	 社会貢献、社会還元　拠出分野別状況

	 平成28年分野別　拠出額と割合

109	 平成28年分野別　現金・物品の割合

110	 都府県方面別 社会貢献、社会還元金集計表　（総金額）

111	 都府県方面別 社会貢献、社会還元件数集計表　（総件数）

112	 都府県方面別 社会貢献、社会還元金集計表　（現金明細）

113	 都府県方面別 社会貢献、社会還元金集計表　（物品明細）

114	 都府県方面別 社会貢献、社会還元件数集計表　（現金件数・物品件数）

115	 平成28年 社会貢献、社会還元の実施状況調査結果総評

社会貢献活動

全国データ編
●●宮崎県遊技業協同組合　日向地区遊技業組合　「食糧支援（フードバンク）」事業

日向市社会福祉協議会が取り組んでいるフードバンク事業に協力。日向地区内の各ホールのカウンターにケースを
設置し、お客様やホールから景品の寄付を集め、また、組合からは補足分を加えて、物品を毎月支援。

■組合員ホール部門
●● �青森県遊技業協同組合　株式会社朝日会館 
「東日本大震災復興及び各自然災害における被災地の復興支援活動」事業

東日本大震災を含む自然災害の復興支援を目的として、過去5年間にわたり傘下県内5ホールのカウンターに募金箱
を設けて、お客様からの募金を呼びかけ、毎月、日本赤十字社青森県支部に送る支援活動を実施し、現在も継続中。

●● �福島県遊技業協同組合連合会　株式会社ニラク 
「アクティブ・ローカル・エンジン Active Local Engine（風とロック2016 IMONY WORLD）」事業

福島県白河市しらさかの森スポーツ公園で行われた音楽を中心としたイベント 
「風とロック芋煮会 2016　IMONY WORLD」に協賛・運営協力。会場では、 
思い出づくりとしてニラクオリジナルデザインのフォトプロップスを使用した写真撮影
会を実施。また復興の歩みとして過去4年間のメッセージボード幕を設置。

●● �埼玉県遊技業協同組合　サンキョー株式会社 
「SAP草加店『SAP草加 防犯パトロール隊』による安心安全まちづくり活動」事業

草加市松江自治会が実施している「地域防犯パトロール」に共催し、ホール 
従業員による専従パトロール隊を結成。毎月、第一・第四水曜日の夕方に約1時間、
また第三金曜日は、夜間パトロールを実施。地域の子どもたちの交通事故防止や
犯罪被害防止活動などに貢献し、地域住民や学校関係者などから高い評価を 
得ている。

●● �富山県遊技業協同組合　株式会社ノースランド 
「～スマイルプレゼント〜県内施設にお菓子の贈呈とスマイルを届けます」事業

富山県内の福祉施設に毎月訪問し、お菓子のプレゼントとスタッフが施設の方と
相談し、司会から催し（ダンス・歌・ゲーム・スポーツなど）までを実施。また、従業員
による「チャリティーボウリング大会」開催時に集めた募金と会社からの補助を合わ
せて、魚津市内の保育所に電子ピアノを寄贈。さらに高齢者施設へパチンコ台の
設置及び代替を実施。


